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教職員定数改善・教職員の働き方改革を求める日教組中央行動実施 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

11
月
27
日
、
日
本
教
職
員
組
合
は
教
職
員
定
数

改
善
・
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
求
め
る
中
央
行
動

を
実
施
し
、
兵
高
教
か
ら
は
西
村
執
行
委
員
長
が
参

加
し
ま
し
た
。 

最
初
に
参
議
院
議
員
会
館
１
階
会
議
室
に
お
い
て

意
思
統
一
集
会
を
開
催
し
、
文
部
省
概
算
要
求
や
財

政
審
の
動
向
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
等
に
つ
い
て

情
勢
報
告
を
受
け
た
後
、
各
単
組
か
ら
の
参
加
者
が

分
担
し
て
、
衆
参
両
院
の
主
要
政
党
の
国
会
議
員
に

対
す
る
個
別
の
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

兵
教
組
か
ら
の
参
加
者
と
と
も
に
、
日
政
連
会
長
・

み
ず
お
か
俊
一
参
議
院
議
員
と
意
見
交
換
の
場
を
持

ち
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め

に
は
、
教
職
員
定
数
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
環

境
の
充
実
と
学
校
の
働
き
方
改
革
を
す
す
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
文
科
省
は
、
２
０
２
５
年
度
予
算
概

算
要
求
に
お
い
て
、
教
職
員
定
数
改
善
（
小
学
校
に

お
け
る
教
科
担
任
制
の
中
学
年
へ
の
拡
充
、
新
規
採

用
教
員
の
持
ち
授
業
数
軽
減
、
生
徒
指
導
担
当
教
師

の
全
中
学
校
へ
の
配
置
等
）
を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、

十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
習
等
の
た
め
の

指
導
員
等
派
遣
事
業
で
は
、
学
校
教
育
活
動
の
充
実

と
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
予
算
と
し
て
、
教
員
業

務
支
援
員
（
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
）

の
補
助
額
の
増
額
、
学
習
指
導
員
の
増
員
要
求
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
学
校
現
場
に
配
置
す
る

に
は
至
り
ま
せ
ん
。 

年
末
の
政
府
予
算
案
確
定
期
に
む
け
て
、
概
算
要

求
さ
れ
た
内
容
が
確
実
に
予
算
化
さ
れ
る
よ
う
と
り

く
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
か
ら
も
中
央
に
声
を

上
げ
る
と
り
く
み
や
教
育
に
か
か
わ
る
様
々
な
団
体

が
意
思
統
一
し
世
論
形
成
を
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。 

中
央
行
動
に
引
き
続
き
、
参
議
院
議
員
会
館
講
堂

に
お
い
て
、
日
本
教
職
員
組
合
が
加
盟
す
る
「
子
供

た
ち
の
豊
か
な
育
ち
と
学
び
を
支
援
す
る
教
育
関

係
団
体
連
絡
会
（
通
称
：
子
ど
も
支
援
連
絡
協
議

裏面紹介  

◆ 日教組平和集会 

◆ 各専門部交渉日程  他 

会
）」
の
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

文
部
科
学
大
臣
を
は
じ
め
と
し
た
文
部
科
学
省

政
務
三
役
と
国
会
議
員
の
他
、
教
職
員
・
教
育
関
係

者
な
ど
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
日
教
組
の
各
単

組
か
ら
も
１
４
８
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
を
前
に
、
あ
べ
俊
子
文
科
大
臣
か
ら
教
職

員
の
処
遇
改
善
、
働
き
方
改
革
の
加
速
化
、
教
職
員

定
数
改
善
を
最
重
要
課
題
と
し
て
い
る
等
の
挨
拶

が
あ
り
、
自
民
党
・
公
明
党
・
立
憲
民
主
党
・
国
民

民
主
党
・
社
民
党
・
日
本
維
新
の
会
か
ら
代
表
し
て

参
加
し
た
国
会
議
員
が
挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
小
学
校
教
科
担
任
制
の
中
学
年
へ
の

拡
大
や
中
学
校
の
生
徒
指
導
担
当
教
員
の
配
置
拡

充
な
ど
に
む
け
、
教
職
員
定
数
の
改
善
を
す
み
や
か

に
行
う
と
と
も
に
、
中
学
校
・
高
等
学
校
も
含
め
た

少
人
数
学
級
の
計
画
的
な
整
備
を
実
現
す
る
こ
と

や
、
い
わ
ゆ
る
「
３
分
類
」
に
基
づ
く
業
務
の
適
正

化
の
基
盤
に
加
え
、
学
校
教
育
を
支
え
る
事
務
職
員

な
ど
少
数
職
種
の
定
数
改
善
や
支
援
ス
タ
ッ
フ
の

充
実
を
図
る
こ
と
、
教
員
の
処
遇
改
善
と
し
て
教
職

調
整
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
育
関
係
団

体
と
し
て
国
会
議
員
な
ど
各
方
面
に
要
望
活
動
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
集
会
を
終
え
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
こ
で
育
っ

て
も
等
し
く
学
ぶ
権
利
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
子

ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
実
現
を
め
ざ
し
、
子
ど
も
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の
ゆ
た
か
な
学
び
の

保
障
に
む
け
、
教
職

員
の
長
時
間
労
働
是

正
を
は
じ
め
教
育
環

境
整
備
等
、
子
ど
も

を
と
り
ま
く
課
題
の

解
決
に
む
け
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
教

育
の
充
実
を
引
き
続

き
求
め
て
い
き
ま

す
。 

            

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
む
け
た
院
内
集
会 

11

月
26

日
、参
議
院
議
員
会
館
に
て
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
む
け

た
院
内
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。全
国
の
単
組
か
ら
対
面
で
１
５
０
人
、

国
会
議
員
20

人
（
秘
書
参
加
含
む
）
、加
え
て
多
く
の
方
々
が
Ｗ
ｅ
ｂ
で

視
聴
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
前
に
、現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
問

題
点
を
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
と
ら
え
る
動

き
が
現
場
と
文
科
省
の
双
方
で
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
問
題
点
と
課

題
に
つ
い
て
大
森
直
樹
さ
ん
（
東
京
学
芸
大
学
）
よ
り
、学
習
指
導
要
領

と
同
時
に
改
定
さ
れ
る
標
準
時
数
の
あ
り
か
た
に
着
目
し
、現
在
多
く

の
義
務
教
育
学
校
の
小
学
４
年
か
ら
中
学
３
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
１

日
６
時
間
授
業
が
、子
ど
も
の
生
活
に
合
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か

ら
の
研
究
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、名
古
谷
隆
彦
さ
ん
（
共
同
通
信
社
編
集
委
員
）
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
、大
森
直
樹
さ
ん
、柏
原
登
希
子
さ
ん
（
ふ

ぇ
み
ん
婦
人
民
主
新
聞
記
者
・保
護
者
）
、水
本
王
典
さ
ん
（
現
場
教
員
）

の
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
で
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
を
め

ぐ
る
問
題
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、不
登
校
の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と

と
の
関
連
、そ
し
て
私
た
ち
が
今
後
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
を
テ
ー
マ
に

論
議
し
ま
し
た
。発
言
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

・授
業
が
学
習
内
容
過
多
な
上
に
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
き
、

全
体
的
に
窮
屈
、休
み
時
間
で
も
遊
ぶ
余
裕
が
な
い
。 

・教
員
か
ら
の
電
話
連
絡
が
18

時
以
降…

、保
護
者
と
し
て
も
教
員
の

働
き
方
が
心
配
に
な
る
。 

・学
習
指
導
要
領
を
も
と
に
し
て
教
科
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、内
容

も
ペ
ー
ジ
数
も
増
え
て
い
る
。さ
ら
に
分
量
だ
け
で
な
く
、そ
の
学
年
で

理
解
す
る
こ
と
が
無
理
な
内
容
や
理
解
を
混
乱
さ
せ
る
内
容
等
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

・業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
、勤
務
時
間
内
で
は
間
に
合
わ
な
い
。一
番
大

切
な
授
業
の
準
備
を
す
る
時
間
が
無
く
な
る
。そ
う
す
る
と
授
業
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
り
、わ
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
出
て
く
る
。そ
れ
で

も
授
業
は
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

・単
に
授
業
の
持
ち
コ
マ
数
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、抜
本
的
な
標
準
時

数
の
見
直
し
が
必
要
。 

・「
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
を
真
剣
に
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。少
な
く
教
え
て
深
く
学
ぶ
と
い
う
発
想
に
転
換
し
て
い

き
た
い
。部
活
動
の
扱
い
や
高
校
の
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
も
注
視

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。                               

な
ど 

                                    

     

な
お
、本
集
会
の
様
子
は
以
下
のU

R
L

か
ら
視
聴
可
能
で

す
。 
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 日 時 場 所 

障害児 
学校部 

１２月９日（月） 

17:00～17:45 

東灘区文化センター 
（うはらホール） 
会議室１・２ 

女性部 
１２月９日（月） 

18:00～18:45 

定通部 
１２月１０日（火） 

17:00～17:45 

青年部 
１２月１０日（火） 

18:00～18:45 

2024 年度日教組平和集会 in 福島 

11月９日（土）～10日（日）に福島県双葉郡にある「Jヴィレ

ッジ」において2024年度日教組平和集会を開催しました。全国か

ら約 120 人の組合員が集まり、兵高教からも立尾仁さん（視覚特

別支援分会）が参加しました。立尾さんからの報告を掲載します。 

全体会では、福島県教組より東日本大震災と東電福島第一原発事

故当初から現在に至るまでの経緯についての報告に加え、高校生平

和大使の活動報告も行われました。また、分科会では、原発、基地

問題、戦後補償、平和運動・教育について等のリポートをもとに議

論が交わされました。兵高教は第3分科会「戦後補償や国際連帯の

とりくみ」に参加し、宮城高校教育ネットワークユニオンの「仙台

の軍事産業－学都と軍部のはざまで－」、長崎県教組（長崎被爆二

世教職員の会）からの「原爆被災者の認定についてのとりくみ」紹

介の2つのリポートを聴き、学習を深めました。青年部層の参加者

も多く、全国の現状や平和について考えるよい機会となりました。

また、日退教・退女教からの参加者には、平和をどのようにとらえ

ているのか、今までの平和へのとりくみはどうだったのかなど、運

動の歴史についてお話しいただきました。 

2日目のフィールドワークでは、福島県教職員組合委員長のガイ

ドで東電福島第一原発周辺をバスの車窓から見学し、「東日本大震

災・原子力災害伝承館」を訪問しました。約1時間２０分の車窓見

学でも、復興までの道のりはかなりの時間が要することを知ること

ができました。 

伝承館館内見学では、故西田敏行さん（福島県郡山市出身）の語

りによる津波発生時の様子や被害や避難、復興や廃炉についてなど

の紹介がありました。優しい語り口で、最後に「復興は今も続いて

いる」とのナレーションが印象的で、被害の規模の大きさと復興へ

の時間の長さを感じました。館内では、津波や原発事故、避難の様

子などの映像が流され、津波で被害にあった壊れたポストや除染作

業の服装、避難の様子、避難指示の標識、復興への道のりなどの展

示がありました。     

最後に、当時小学生だった方からスライドを使いながら避難の様

子や生活、復興までのことについて、約40分、お話を聴きました。

ただし、公費が投入された施設であるため、原発事故の責任につい

ての言及には制限があるそうです。 

 

 

 

 

全体会                 津波で潰された消防車 

対県教委・専門部交渉 

あなたの思いや提言・職場の実態を、直接県教育委員会の担
当者に伝えることができる貴重な機会です。兵高教組合員の方
はどなたでも出席し、発言することができます。積極的にご参加
ください。交渉参加は職務専念義務免除（専免）の対象となりま
すので、必要な方はそれぞれの交渉日前日正午までに書記局ま
でご連絡ください。 
 
※現業職員部は11/19に実施済みです。 

兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

2024年度 

第２回全県分会代表者会議 
 

と き 12月1４日（土）1３:30～1６:00  
 
ところ 書記局（神戸市教育会館5階） 
 
議  題 202４給与確定交渉の結果について、  

    中央情勢、分会交流 他 

 


